
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

五
月
の
公
園
整
備
は
六
日
（
日
）
で
す
。 

種
ま
き
や
潅
水
、
園
内
清
掃
な
ど
の
作

業
を
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 

○ 

五
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
二
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
七
日
（
日
）
で
す
。 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十

五
名
の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入

会
が
出
来
ま
す
の
で
楽
し
い
活
動
に
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

チューリップ満開！  

四
月
一
日
（
日
）
今
日
か
ら
新
年
度
の
愛

護
会
活
動
が
始
ま
り
、
子
供
会
か
ら
は
こ
れ

ま
で
に
な
く
大
勢
の
子
供
さ
ん
や
父
母
の

皆
様
が
参
加
を
さ
れ
、
総
勢
三
十
二
名
に
よ

り
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
桜
吹
雪
が
舞
い
散

る
中
で
大
き
な
花
を
付
け
た
ス
イ
セ
ン
や

満
開
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
る
花
壇

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
雑
草
取
り
、
施
肥
、
芝

刈
り
、
潅
水
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
お
昼
か
ら
高
齢
者
が
集
う
恒
例

の
「
公
園
カ
フ
ェ
」
の
お
花
見
会
が
公
園
で

開
催
さ
れ
、
好
天
の
下
お
弁
当
を
い
た
だ
き

な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 
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『
四
月
の
園
芸
』 

 

十
年
ほ
ど
前
の
四
月
、
私
は
谷
津
山
で

ヤ
マ
ブ
キ
を
五
本
見
つ
け
ま
し
た
。「
七
重

八
重 

花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の 

実
の
ひ
と

つ
だ
に
無
き
ぞ
悲
し
き
」
で
な
い
一
重
の

花
で
す
。
自
生
し
て
い
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
ヤ
マ
ブ
キ
や
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
か
ら
挿

し
木
の
苗
を
作
り
、
谷
津
山
に
戻
し
、
い

つ
か
谷
津
山
が
花
の
山
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
い
ま
す
。
春
は
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
が
特
に
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
こ
れ
か

ら
は
公
園
な
ど
の
園
芸
作
業
が
忙
し
く
な

り
ま
す
。
園
芸
の
参
考
書
を
開
い
て
み
る

と
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ア
ス
タ
ー
、
キ

ン
レ
ン
カ
（
別
名
ナ
ス
タ
チ
ウ
ム
）
な
ど

夏
か
ら
秋
に
咲
く
花
の
タ
ネ
播
き
時
期
と

あ
り
ま
す
。
園
芸
店
で
は
、
す
で
に
売
ら

れ
て
い
る
の
で
、
種
ま
き
が
遅
れ
た
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
温
室
な
ど
の
設
備
の
な

い
と
こ
ろ
で
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
温
の
上

が
る
今
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
よ
う
で
す
。 

 

花と緑に囲まれて！  大きく咲いたスイセン！  

桜の木の下で草むしり！  

一重のヤマブキ！  


